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あなたとまちを
つなぐ情報紙

　5月 5 日、幻のスイカとも言われる「金山スイカ」が出荷の最盛期を迎え
ていました。金山地域の 3 軒の農家でしか生産されていない金山スイカは、
市場に流通する数が少なく、大きいものだと 11kg 以上、中心付近は 13 度
ほどの糖度がある高品質なスイカ。主な出荷先の京都でも「甘くておいしい」
と評判の荒尾の特産品です。「地域特有の粘土質を伴った赤土の土壌は、水分
などの調整がとても難しく栽培するのが大変ですが、その分肥料の持ちも良
く、大きくて高品質のスイカが育つんです」と話してくれた JA たまな指導
販売部園芸担当平

ひらぬま

沼基
もとき

さん。この日も出荷作業に汗を流していました。

「ことしもたいぎゃよか
スイカのできたばい！」
～幻のスイカ、「金山スイカ」～


